
第
４
次
産
業
革
命
と
は

　

昨
年
の
６
月
、
経
済
の
好
循
環
を
持

続
的
な
成
長
路
線
に
結
び
つ
け
、「
戦

後
最
大
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
６
０
０
兆
円
」

の
実
現
を
目
指
す
た
め
に
「
日
本
再
興

戦
略
２
０
１
６
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た

め
に
10
分
野
に
わ
た
る
官
民
戦
略
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、

１
．
第
４
次
産
業
革
命
（
Ⅰ
ｏ
Ｔ
・
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
・
人
工
知
能
）

２
．
世
界
最
先
端
の
健
康
立
国
へ

３
．
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
制
約
の
克
服

と
投
資
拡
大

４
．
ス
ポ
ー
ツ
の
成
長
産
業
化

５
．
既
存
住
宅
流
通
・
リ
フ
ォ
ー
ム
市

場
の
活
性
化

６
．
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
生
産
性
向
上

７
．
中
堅
・
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
革
新

８
．
攻
め
の
農
林
水
産
業
の
展
開
と
輸

出
力
の
強
化

９
．
観
光
立
国

10
．
官
民
連
携
に
よ
る
消
費
マ
イ
ン
ド

の
喚
起
策

な
ど
で
す
が
、
政
府
は
、「
Ｉ
ｏ
Ｔ
に

よ
り
全
て
の
も
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
つ
な
が
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
収
集
・

蓄
積
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
が
人
工
知
能
に
よ
り
分
析
さ
れ
、
そ

の
結
果
と
ロ
ボ
ッ
ト
や
情
報
端
末
等
を

活
用
す
る
こ
と
で
今
ま
で
想
像
だ
に
で

き
な
か
っ
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
次
々

と
世
の
中
に
登
場
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
サ
イ
バ
ー
空
間
と
フ
ィ
ジ

カ
ル
空
間
が
高
度
に
融
合
し
、
ま
た
、

財
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
側
と
消
費

す
る
側
と
い
っ
た
垣
根
も
取
り
払
わ
れ

る
な
ど
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
生

み
出
さ
れ
、
多
く
の
社
会
的
な
課
題
が

解
決
さ
れ
る
と
と
も
に
、
生
活
の
質
も

飛
躍
的
に
向
上
し
て
い
く
」
第
４
次
産

業
革
命
の
実
現
を
重
要
な
柱
と
位
置
づ

け
て
い
ま
す
。

　

以
下
、
こ
れ
を
支
え
る
技
術
の
概
要

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

時
代
の
流
れ
は
最
先
端
Ⅰ
Ｔ

か
ら
Ⅰｏ
Ｔ
・
Ｃ
Ｐ
Ｓ
へ

　

２
０
１
６
年
10
月
に
幕
張
メ
ッ
セ
で
、

最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
総
合
展
示
会
「C

シ

ー

テ

ッ

ク

EA
T
EC J

ジ

ャ

パ

ン

A
PA
N
 

2016

」
が
開
催
さ
れ
14
万
５
１
８
０
人

が
来
場
し
ま
し
た
。
同
展
示
会
は
、
第

１
回
（
２
０
０
０
年
開
催
）
か
ら
、
前

回
（
２
０
１
５
年
開
催
）
ま
で
「
最
先

端
Ｉ
Ｔ
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
総
合

展
」
と
位
置
づ
け
実
施
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
今
回
か
ら
「
Ｃ
Ｐ
Ｓ
／
Ｉ
ｏ
Ｔ

の
総
合
展
」
に
大
き
く
舵
を
切
り
ま
し

た
。
主
催
者
の
考
え
る
現
状
認
識
は
、

「
”モ
ノ
“の
本
質
が
変
化
し
は
じ
め
て

　昨年の６月、経済の好循環
を持続的な成長路線に結びつ
け、「戦後最大の名目GDP600
兆円」の実現を目指すために閣
議決定された「日本再興戦略
2016」。このなかで特に取り上
げられた「第4次産業革命」を
支える３つのキーワード「ⅠoT（
Ⅰnternet of Things）」「CPS
（サイバーフィジカルシステム）」
「AⅠ（人工知能）」についてご
紹介します。

第４次産業革命を支える
３つのキーワードとは

新年産業展望

画像提供：CEATEC JAPAN



い
る
今
、
接
続
機
能
や
処
理
能
力
を

兼
ね
備
え
た
モ
ノ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

Internet of T
hings 

（
Ｉ
ｏ
Ｔ
）
が

生
ま
れ
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
そ
う

と
し
て
い
る
」
と
し
、
さ
ら
に
「
Ｉ
ｏ

Ｔ
に
よ
り
、
多
様
な
デ
ー
タ
・
情
報
が

集
ま
り
、
分
析
結
果
が
現
実
世
界
に
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
サ
イ
バ
ー
フ
ィ

ジ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｐ
Ｓ
）
の
概
念

を
基
盤
と
し
、
Ｃ
Ｐ
Ｓ
／
Ｉ
ｏ
Ｔ
は
、

あ
ら
ゆ
る
産
業
に
お
い
て
、
新
た
な
価

値
創
造
を
通
じ
て
、
従
来
の
産
業
構
造

と
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
大
き
な
変
革
を

も
た
ら
し
、
社
会
自
体
も
変
化
し
よ
う

と
し
て
い
る
」
と
の
考
え
で
す
。
時
代

の
流
れ
が
「
最
先
端
Ｉ
Ｔ
」
か
ら
「
Ｉ

ｏ
Ｔ
お
よ
び
Ｃ
Ｐ
Ｓ
」
へ
と
向
か
お
う

と
し
て
い
る
の
で
す
。

Ⅰｏ
Ｔ（Internet of Things

）と
は

　

特
定
通
信
・
放
送
開
発
事
業
実
施
円

滑
化
法
で
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
実
現
を
、「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
多
様
か
つ
多
数
の
物

が
接
続
さ
れ
、
及
び
そ
れ
ら
の
物
か
ら

送
信
さ
れ
、
又
は
そ
れ
ら
の
物
に
送
信

さ
れ
る
大
量
の
情
報
の
円
滑
な
流
通
が

国
民
生
活
及
び
経
済
活
動
の
基
盤
と
な

る
社
会
の
実
現
を
い
う
」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
い
っ
た
デ
ジ
タ
ル
機

器
以
外
に
も
、
家
電
や
自
動
車
、
街
、

機
器
や
セ
ン
サ
ー
と
い
っ
た
モ
ノ
が
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
「
情
報
化
社
会
」
で
は
、

パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
モ
バ

イ
ル
端
末
が
普
及
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
に
よ
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
利
用
が
広

く
市
民
の
生
活
や
企
業
活
動
に
浸
透
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
ホ
ー
ム
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
交
通
シ
ス
テ
ム
と
い
っ
た
分

野
ご
と
に
単
独
で
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
構
築
さ
れ
、
分
野
ご
と
の
合
理
化
や

最
適
化
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
モ
ノ
を
つ
な

い
で
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
価
値
が
生
ま

れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
、
モ
ノ
か
ら

送
信
さ
れ
た
情
報
を
分
析
、
加
工
し
て

モ
ノ
に
返
す
、
そ
れ
が
役
立
つ
情
報
で

あ
っ
て
は
じ
め
て
価
値
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
分
野
で
の
簡
単
な
活

用
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

現
在
、
万
歩
計
（
活
動
量
計
）、
血

圧
計
、
体
重
体
組
成
計
の
な
か
に
は
、
Bluetooth

あ
る
い
はW

i-Fi

に
よ
る

通
信
機
能
を
備
え
た
モ
ノ
が
リ
リ
ー
ス

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
機
器
で
計

測
し
た
デ
ー
タ
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
転
送
可
能
で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

上
で
毎
日
の
測
定
デ
ー
タ
を
管
理
し
、

グ
ラ
フ
等
で
可
視
化
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
加
え
て
、
個
人
健
康
デ
ー
タ
関

連
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
会
社
と
契
約
し
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
当
該
企
業
の
ク

ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
ー
に
デ
ー
タ
を
転
送
す

る
こ
と
で
、
利
用
者
が
あ
ら
か
じ
め
承

認
し
た
医
療
機
関
等
と
デ
ー
タ
共
有
す

る
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。
医
療
機

関
等
と
連
携
す
る
こ
と
で
健
康
管
理
や

診
療
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
サ
ー
ビ
ス

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

国
も
「
医
療
の
デ
ジ
タ
ル
革
命
」
実

現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。「
我
が
国
の
医
療
の
質
・
安

全
性
の
向
上
、
高
度
化
、
効
率
化
を
、

先
端
的
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
や
Ａ
Ｉ
（
人
工

知
能
）
等
の
医
療
へ
の
応
用
に
よ
り

実
現
し
、
持
続
可
能
な
医
療
提
供
体

制
を
構
築
す
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　

次
に
製
造
業
の
現
場
の
具
体
例
で

す
が
、
工
場
内
の
生
産
ラ
イ
ン
で
の

個
別
の
製
造
条
件
や
製
造
機
器
の
ロ

グ
デ
ー
タ
な
ど
を
収
集
し
、
分
析
す

る
こ
と
で
、
生
産
ラ
イ
ン
の
改
善
へ

つ
な
げ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

導
入
目
的
と
し
て
は
、
作
業
支
援
、

製
品
品
質
管
理
、
需
要
予
測
、
故
障

予
測
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
で
の
活
用

で
は
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
安
全
性
を

高
め
、
効
率
化
を
実
現
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
交
通
な
ど

の
各
種
施
設
に
セ
ン
サ
ー
が
設
置
さ

れ
デ
ー
タ
を
収
集
分
析
し
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
、
物
流
業
で
は
ト
ラ

ッ
ク
の
位
置
管
理
、
作
業
の
進
捗
管

理
、
積
荷
情
報
を
可
視
化
し
た
り
、

Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
に
も
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。Ｃ

Ｐ
Ｓ（
サ
イ
バ
ー
・
フ
ィ
ジ

カ
ル
・
シ
ス
テ
ム
）と
は

　

経
済
産
業
省
で
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
、
Ａ
Ｉ
等
の
Ｉ
Ｔ
の
技
術
革

新
が
も
た
ら
す
産
業
構
造
・
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
大
変
革
を
見
据
え
、
必
要
な

出所：平成27年度版 情報通信白書。総務省「グローバルⅠCT産業の構造変化及び将来展望等に関する調査研究」（平成27年）

産業向けⅠoT製品・取り組み事例



取
り
組
み
を
検
討
す
る
た
め
、
２
０
１

４
年
12
月
に
産
業
構
造
審
議
会
商
務
流

通
情
報
分
科
会
の
下
に
「
情
報
経
済
小

委
員
会
」
を
設
置
し
、
２
０
１
５
年
５

月
「
中
間
取
り
ま
と
め
〜
Ｃ
Ｐ
Ｓ
に
よ

る
デ
ー
タ
駆
動
型
社
会
の
到
来
を
見
据

え
た
変
革
〜
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｐ
Ｓ
と
は
、
リ
ア
ル
な
「
実
世
界

（
フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間
）」
の
多
様
か
つ
膨

大
な
デ
ー
タ
を
セ
ン
サ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
等
で
収
集
し
、「
仮
想
世
界
（
サ
イ

バ
ー
空
間
）」
で
大
規
模
デ
ー
タ
処
理

技
術
を
駆
使
し
て
分
析
・
知
識
化
を
行

い
、
そ
こ
で
創
出
し
た
情
報
・
価
値
に

よ
っ
て
、
生
活
を
よ
り
豊
か
に
す
る
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
を
創
出
し
た
り
、
少
子

高
齢
化
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と
い
っ
た

私
た
ち
が
か
か
え
る
社
会
的
な
課
題
を

解
決
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

前
述
の
「
中
間
取
り
ま
と
め
」
に
よ

れ
ば
、
従
前
の
情
報
化
社
会
で
は
、
社

会
で
生
み
出
さ
れ
る
情
報
が
ア
ナ
ロ
グ

の
ま
ま
存
在
し
、
分
野
ご
と
の
合
理
化

や
最
適
化
と
い
っ
た
特
定
の
目
的
に
応

じ
て
、
一
部
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
る
に

と
ど
ま
っ
て
お
り
、
デ
ー
タ
も
散
在
し

て
い
て
、
そ
の
利
用
も
ほ
ぼ
ロ
ー
カ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
に
限
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
近
年
の
Ｉ
Ｔ
技
術
の
発
展
に
よ

り
、
機
器
が
高
性
能
化
し
、
情
報
処
理

に
つ
い
て
は
、
ク
ラ
ウ
ド
の
大
規
模

化
・
低
廉
化
、
分
散
処
理
技
術
の
高
度

化
等
が
進
展
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い

て
も
、
通
信
速
度
の
高
速
化
や
通
信
費

用
の
低
廉
化
が
進
行
し
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
が
進
展
す
る
こ
と

で
、
従
来
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
る
こ

と
が
な
く
散
在
し
て
い
た
デ
ー
タ

が
大
量
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
流

通
し
は
じ
め
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の

利
活
用
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
は
実

現
で
き
な
か
っ
た
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
の
収
集
、
蓄
積
、
解
析
、
解
析

結
果
の
実
世
界
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
が
社
会
規
模
で
可
能
と
な

り
、
こ
の
よ
う
な
実
世
界
と
サ
イ

バ
ー
空
間
と
の
相
互
連
関
Ｃ
Ｐ
Ｓ

が
生
ま
れ
は
じ
め
て
い
ま
す
。
将

来
的
に
は
、
人
工
知
能
の
進
化
等

に
よ
り
、
分
野
に
よ
っ
て
は
デ
ジ

タ
ル
デ
ー
タ
の
解
析
に
お
け
る
高

度
な
判
断
や
解
析
結
果
の
実
世
界

へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
完
全
自
律
・

自
働
化
が
実
現
し
、
さ
ら
な
る
大
き
な

社
会
変
革
を
生
み
出
し
て
い
く
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。「
Ｃ
Ｐ
Ｓ
が
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
実
装
さ
れ
、
大

き
な
社
会
的
価
値
を
生
み
出
し
て
い
く

社
会
こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら
の
目
指
す
べ

き
情
報
化
社
会
で
あ
り
、
こ
う
し
た
Ｃ

Ｐ
Ｓ
に
よ
る
デ
ー
タ
駆
動
型
社
会
を
わ

が
国
が
世
界
に
先
駆
け
て
実
現
し
て
い

く
こ
と
が
、
新
た
な
情
報
革
命
に
よ
っ

て
激
化
す
る
国
際
競
争
に
お
い
て
わ
が

国
経
済
が
競
争
力
を
保
っ
て
い
く
う
え

で
重
要
で
あ
る
」
と
ま
と
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

Ａ
Ⅰ（
人
工
知
能
）と
は

　

Ｉ
ｏ
Ｔ
で
収
集
さ
れ
る
膨
大
な
デ
ー

タ
か
ら
必
要
な
情
報
を
学
習
し
な
が
ら

探
し
出
す
Ａ
Ｉ
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
人
工
知
能
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.ai-gakkai.or.jp/

w
hatsai/A

Ifaq.htm
l

）
で
は
「
知

的
な
機
械
、
特
に
、
知
的
な
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
科
学
と
技
術

で
す
」
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

出所：経済産業省ウェブサイト（http://www.meti.go.jp/committee/sankoushin/shojo/
johokeizai/pdf/report01_02_00.pdf）

製造プロセスの現状と取組の方向性

出所：一般社団法人電子情報技術産業協会（JEⅠTA）ウェブサイト
（http://www.jeita.or.jp/cps/about/）



　

Ａ
Ｉ
の
研
究
は
１
９
５
０
年
代
か
ら

続
い
て
お
り
、
現
在
は
第
３
次
の
ブ
ー

ム
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
第
１
次
ブ
ー

ム
で
は
、
人
間
の
思
考
過
程
を
記
号
で

表
現
し
実
行
す
る
「
推
論
」、
解
く
べ

き
問
題
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
適
し
た

形
で
記
述
し
、
考
え
ら
れ
る
可
能
性
を

総
当
た
り
で
検
討
し
た
り
、
階
層
別
に

探
索
し
た
り
す
る
こ
と
で
正
し
い
解
を

提
示
す
る
「
探
索
」
が
研
究
テ
ー
マ
と

な
り
ま
し
た
。

　

１
９
８
０
年
代
の
第
２
次
ブ
ー
ム
で

は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
知
識
を
与
え
る

こ
と
で
Ａ
Ｉ
が
実
用
可
能
な
水
準
に
達

し
、
専
門
分
野
の
知
識
を
取
り
込
ん
だ

う
え
で
推
論
を
行
い
、
そ
の
分
野
の
専

門
家
の
よ
う
に
振
る
舞
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
自
身
が
情
報
を
収
集
し
蓄
積
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

人
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
膨
大
な
知
識

を
与
え
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
特
定

の
領
域
の
情
報
な
ど
に
限
定
す
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
０
０
０
年
代
か
ら
現
在
ま
で
の

第
３
次
ブ
ー
ム
は
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を

用
い
る
こ
と
で
Ａ
Ｉ
自
身
が
知
識
を

獲
得
す
る
「
機
械
学
習
」
が
実
用
化

さ
れ
ま
し
た
。
次
い
で
知
識
を
定
義

す
る
要
素
（
特
徴
量
＝
対
象
を
認
識

す
る
際
に
注
目
す
べ
き
特
徴
を
定
量

的
に
表
す
こ
と
）
を
Ａ
Ｉ
が
自
ら
習

得
す
る
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
深

層
学
習
や
特
徴
表
現
学
習
と
も
呼
ば

れ
る
）
の
登
場
に
よ
り
Ａ
Ｉ
ブ
ー
ム

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
活
用
の
例
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
の
が
、
自
動
車
の
自
動

運
転
技
術
で
す
。
車
載
の
カ
メ
ラ
、

マ
イ
ク
か
ら
得
ら
れ
た
画
像
・
音
声

認
識
情
報
に
、
車
両
の
運
行
情
報
・

地
図
情
報
・
位
置
情
報
な
ど
を
加
え

て
、
車
両
が
お
か
れ
た
状
況
を
識
別

し
、
衝
突
の
可
能
性
な
ど
、
こ
れ
か

ら
起
こ
り
う
る
こ
と
を
予
測
、
安
全
を

保
つ
た
め
に
最
適
な
運
転
を
実
行
す
る

も
の
で
す
。

　

デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
中
心
と
し

た
Ａ
Ｉ
は
、
必
要
と
な
る
、
識
別
・
予

測
の
精
度
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
適
用

分
野
が
広
が
り
、
さ
ら
な
る
発
展
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

重
要
性
に
つ
い
て

　

Ｉ
ｏ
Ｔ
の
発
展
を
「
攻
め
」
と
す
れ

ば
、「
守
り
」
で
あ
る
「
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
」
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。

　

Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器

か
ら
集
約
さ
れ
た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
利

活
用
に
あ
た
っ
て
情
報
漏
え
い
や
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
問
題
な
ど
サ
イ
バ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
が
扱
う
課
題
は
日
々
拡
大
し

て
い
ま
す
。
国
で
は
、
２
０
１
４
年
11

月
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
法

が
成
立
し
、
２
０
１
５
年
１
月
、
内
閣

に
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
戦
略
本

部
」
が
設
置
さ
れ
、
同
時
に
、
内
閣
官

房
に
「
内
閣
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
）」
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
前
述
の
「
日
本
再
興
戦

略
２
０
１
６
」
に
お
い
て
も
、
第
４
次

産
業
革
命
の
推
進
に
あ
た
り
、
鍵
と
な

る
施
策
の
中
で
「
企
業
や
組
織
の
垣
根

を
超
え
た
デ
ー
タ
の
利
活
用
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
等
の
推
進
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確

保
」
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
度
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
パ
ッ
ケ
ー
ジ

が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
個
々
人
が

サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
脅
威
を
十
分
認
識
し
、

対
策
を
講
じ
る
、「
自
分
の
情
報
は
自

分
で
守
る
」
具
体
的
行
動
を
し
な
け
れ

ば
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
防
ぐ
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
近
時
、気
付
か
な
い
ま
ま
、

自
分
の
ネ
ッ
ト
機
器
が
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
、
自
分
の
機
器
か
ら
世
界
中
に
ウ

イ
ル
ス
を
撒
き
散
ら
し
て
い
る
と
い
う

事
例
が
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
、
家
庭
や
工
場
、
オ
フ
ィ
ス
に
あ

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
て
い

る
機
器
が
、
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い

な
い
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
明
る
い
未

来
へ
の
第
一
歩
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

（
㈱
京
都
総
合
経
済
研
究
所

調
査
部
長　

楢
舘
孝
寿
）

出所：平成28年度版 情報通信白書。総務省「ⅠCTの進化が雇用と働き方に及ぼす影響に関する調査研究」（平成28年）

人工知能（AⅠ）の歴史
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